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『ダニエル書』試論 
─古典古代学的アプローチ─ 
 
 
秋山 学 
 
 
Ⅰ．序．『ダニエル書』の諸問題 
 旧約聖書の一書を成す『ダニエル書』は，そのうちに，いわゆる「旧約聖書続編」
に属す箇所を含んでいる．「新共同訳聖書」の用語で記すならば，これらは「ダニエ
ル書補遺」と総称され，3 つの部分より成る．それは 
 1．アザルヤの祈りと三人の若者の賛歌 2．スザンナ 3．ベルと竜 
である．ただし，このように「旧約聖書続編」と呼ぶのは近代以降の慣習であって，
古代・中世世界の伝承を継承する諸教会では「続編」とは呼ばず，「旧約聖書第二正
典」と呼ぶ． 
 「旧約聖書続編」には「第二正典」に含まれない三書（「エズラ記 ギリシア語」
「エズラ記 ラテン語」「マナセの祈り」）も収められているが，新共同訳聖書にお
いて「旧約聖書続編」に収められている「ダニエル書補遺」以外の「旧約聖書第二正
典」諸書を列挙するならば，次のようになる． 
 ・トビト記 ・ユディト記 ・エステル記（ギリシア語） ・マカバイ記上 
 ・マカバイ記下 ・知恵の書 ・シラの書 ・バルク書 ・エレミヤの書簡 
 「ダニエル書補遺」は，これら 9 書とともに「旧約聖書第二正典」に含まれる．た
だし，『ダニエル書』は，聖書本文学の上で複雑な問題を含んでおり，「第一正典」
「第二正典」という区別を設けずに『ダニエル書』を「正典」として扱うのであれば，
上記のいわゆる「補遺」の部分は，『ダニエル書』本体のなかに含み込まれることに
なる．ラテン語ブルガータ訳を遺したヒエロニュムス（後 340－420）の判断により，
「スザンナ」と「ベルと竜」は，ユダヤ教で正典とされる部分（第一正典；1－12 章）
の後に，それぞれ第 13 章および第 14 章として加えられた．もっとも，旧約聖書のギ
リシア語訳として広く知られている「七〇人訳」以外に，後２世紀に活躍した聖書翻
訳者テオドティオンのギリシア語訳聖書では，「スザンナ」が第 1 章の前に置かれて
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いる．一方「アザルヤの祈りと三人の若者の賛歌」は，第一正典の第 3 章の中に取り
込まれ，第 3 章 24 節から 90 節を占めることになる．本稿では，これら 3 つの部分の
章節を指示する際には，混乱を避けるために，ヒエロニュムスによるブルガータ訳の
章節番号を用いることにする． 
 『ダニエル書』の第一正典には，ヘブライ語で原文が記された部分（1－2,4a；8－
12）以外に，アラム語の部分（2,4b－7,28）が含まれている．また第二正典（＝「続編」）
としてギリシア語で伝えられている部分，すなわち「アザルヤの祈りと三童子の歌」
（3,24－90），「スザンナ」（13），「ベルと竜」（14）は，第二正典の他の書がセプ
トゥアギンタ（「七〇人訳」）のギリシア語本文に基づくのに対し，これら３つの部
分の七〇人訳が参考にならないため，上に述べたテオドティオンの訳文に拠っている．
さらに『ダニエル書』は，ユダヤ教では「諸書」という分類に属すのに対して，ギリ
シア語訳およびキリスト教会では預言書の一書とされ，イザヤ，エレミヤ，エゼキエ
ルとともに四大預言書に数えられる．また上述のように「スザンナ」の部分は，ヒエ
ロニュムスによるブルガータ訳ラテン語聖書では第一正典に続く第 13 章に置かれる
のに対し，テオドティオン訳では『ダニエル書』の冒頭，第 1 章の前に置かれている
が，これは第 13 章 45 節に見られるダニエルについての修飾辞「とても若い少年」
παιδάριον νεώτερον という表現が，総じて年代順に，すなわちダニエルの年齢を追
って説き進められる『ダニエル書』の構造に合致するよう考慮されたためである．な
おテオドティオンによるこの章配列は，ローマのヒッポリュトス（235 年殉教）によ
る『ダニエル書注解』においても踏襲されている． 
 本稿は，このように文献学的に多くの問題を含む『ダニエル書』に関し，ギリシア
語によって伝わる「第二正典」部分の神学をも十全に取り込むために，あえてこの書
全体を「ギリシア語文献」として扱うことを試みるものである．それによって，新約
聖書特に『ヨハネ福音書』，さらにはギリシア教父文書（本稿では特にアレクサンド
リアのクレメンスを参照する）への影響関係および関連性・連続性が明らかとなるで
あろう．さらに，その連続性から翻って，福音記者や教父による神学を旧約聖書の解
釈に投影させることも可能となるであろう．そして「ギリシア語文献」という範疇で
扱った場合，『ダニエル書』の持つ特色としてしばしば指摘される「事後予言」
（“prophetia ex eventu”；具体的には『ダニエル書』第 7，8，9，11 章）のもつ意
義がどのように神学的に価値づけられるか，をも扱いうるであろう． 
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 以上をまとめると，本稿では 
1）ギリシア語教会文献【『ダニエル書』，『ヨハネ福音書』，アレクサンドリアのク
レメンス】の連続性の照射 
2）『ダニエル書』および『ヨハネ福音書』解釈に向けてのクレメンス神学からの照射 
3）『ダニエル書』解釈に向けての『ヨハネ福音書』からの照射 
4）『ダニエル書』に見られる「事後予言」（prophetia ex eventu）の神学的意義づけ 
を試みることになる． 
 ところで本稿にあっては，現行の第二正典での章節配列（すなわちブルガータ訳に
よる配列）では，上記のように「スザンナ」の部分が浮き上がってしまうため，テオ
ドティオン訳による配列に従い，1）「スザンナ」2）「『ダニエル書』第一正典」（も
ちろんこの間に「アザルヤの祈りと三人の若者の賛歌」を挿入する）3）「ベルと竜」 
の順序を採ることにしたい．これは上述のように，ギリシア語のみで伝わる第二正典
部分に関して，その訳文をテオドティオンに負うにもかかわらず，その配列順序に関
してはテオドティオンに拠ることなく第一正典を優先させる，というプロセスでは，
読解・解釈が最終的に首尾一貫しないことになると考えられるからである．つまり本
稿では究極的に，『ダニエル書』はテオドティオン訳によるギリシア語テキストによ
って最も良く伝えられていると理解することになる．なおマソラ本テキストは，多く
の箇所でテオドティオン訳と一致する．また上述のように，ヒッポリュトスの『ダニ
エル書注解』では「スザンナ」が『ダニエル書』に先行して配列されているため，本
稿での立場はヒッポリュトスの立場とも一致する．引用聖句のあり方から推して，ア
レクサンドリアのクレメンスも『ダニエル書』に関してはテオドティオン訳に従って
いたことが明らかであるため，本稿の立場は総じて，古代教会教父たちの採っていた
立場であると考えられるだろう． 
 
Ⅱ．『ダニエル書』の内容梗概 
 保守的な聖書注解書によれば，ダニエルという人物を一人の史的実在者として定め
ることが可能であり，その生涯を前 620 年から 536 年ごろの間に設定することができ
る（Ed. San Paolo：1978, 1003）．そしてそのダニエルは，紀元前 597 年にバビロンに
流されたユダヤ人ということになる．本稿でも『ダニエル書』の神学を考えるにあた
り，ひとまずこの立場に立脚することにしたい．これに対し，『ダニエル書』の成立
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した時期は，紀元前 165 年ごろとされる（ﾈﾗﾝ：1979, 13；ｸﾞﾙﾛ：1982, 342）．それは，
この書がひとまず，アンティオコス 4 世エピファネス（在位：前 175－164）による迫
害中，試練を受けている同国人に宛てて記した希望のメッセージだと理解できるから
である（ｸﾞﾙﾛ：1982, 342）． 
 では以下，フランシスコ会聖書研究所による注解書『ダニエル書』（1990）に従い，
『ダニエル書』全体の構造をまとめておくことにする．ただし上述のように，本稿で
は「スザンナ」を全体の冒頭に配することになる．  
 
（０．）スザンナ（秋山：2016c） 
 二人の長老の誘惑 13,1－13,27 スザンナに対する長老たちの証言 13,28－13,43 ダ
ニエルの判決 13,44－13,64 
１．ダニエルとその仲間たち 
 バビロンでの教育 1,1－1,7 律法への忠誠 1,8－1,21 
２．巨像の夢 
 ネブカドネツァルと魔術師 2,1－2,13 ダニエル，神に祈る 2,14－2,23 ダニエル，
夢を解く 2,24－2,49 
３．炉に投げ込まれた 3 人 
 像を礼拝する命令 3,1－3,23 アザルヤと三人の若者の歌 3,24－3,90 ネブカドネツ
ァル，神を信じる 3,91－3,97 
４．ネブカドネツァル王の病 3,98－4,34 
 大きな木の夢 3,98－4,15 ダニエルの説明 4,16－4,24 ネブカドネツァルの病と回
復 4,25－4,34 
５．ベルシャツァルとバビロン滅亡 
 ベルシャツァル，宴を設ける 5,1－5,4 壁に文字を書く手 5,5－5,12 ダニエルの説
明 5,13－6,1 
６．獅子の洞窟のダニエル 
 ダニエル，告発される 6,2－6,10 獅子の穴のダニエル 6,11－6,18 陰謀者への罰
6,19－6,29 
７．4 頭の獣と人の子 
 幻の描写 7,1－7,14 幻の説明 7,15－7,28 
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８．雄羊と雄山羊の幻 
 雄羊と雄山羊の闘い 8,1－8,14 幻の説明 8,15－8,27 
９．70 週 
 ダニエルの祈り 9,1－9,19 み使いガブリエルの説明 9,20－9,27 
10．最後の大いなる幻【「君の幻」】 
 国々の天使 10,1－11,1 アレクサンドロス大王の後継者 11,2－11,39 神の民の救い
11,40－12,12 
（11．）ベルと竜 
 ダニエルとベルの祭司たち 14,1－14,22 ダニエル，竜を殺す 14,23－14,42 
 
 『ダニエル書』は（第二正典部を含め）以上のように，全体を 12 の部分に分類する
ことができる．ただ，これらはさらに大きく前半部「歴史的部分」（1－6 章；本稿で
はこの前に「スザンナ」をも加え，あわせて前半部と解する）と後半部「黙示的部分」
（7－12 章，本稿ではこの後に「ベルと竜」をも加え，あわせて後半部と解する）にま
とめられる．後半部には 4 つの幻（「4 つの獣の幻」「雄羊の幻」「70 週の幻」「君
の幻」）が記されている． 
 
Ⅲ．最古の原理・十字架・≪われあり≫～アレクサンドリアのクレメンス 
 ところで筆者は，2015 年 8 月にオクスフォード大学にて行われた第 17 回国際教父
学会において，「アレクサンドリアのクレメンスによる≪釈義者≫としての≪ひとり
子なる神≫（ﾖﾊﾈ 1,18）」というイタリア語の発表を行った．この発表の論旨は，通例
「父の懐にいるひとり子なる神が，父を開示して見せたのである」（“μονογενὴς θεὸς 
ὁ ὢν εἰς τὸν κόλπον τοῦ πατρὸς ἐκεῖνος ἐξηγήσατο”）と訳される『ヨハネ福音書』
1,18 に関して，ここに神名の開示（“ὁ ὤν”）を読み込んだうえで，「父の懐に」（“εἰς 
τὸν κόλπον”）を動詞 ἐξηγεῖσθαι の補語と解し，「＜在る方＞であるひとり子なる神
が，父の懐に向け，あの姿で導いたのである」と読みたい，というものである．この
際の「あの姿」とは，十字架上で磔刑に処せられたキリストの姿である． 
 筆者はこれまで，国内外の学会発表・論文の中で，十字架上のキリスト像のうちに，
受難から死，復活・昇天・聖霊降臨という救済史のすべてのステップが含まれている
とする解釈を公にしてきた．この主張は，『ヨハネ福音書』19,34 に記される，槍で貫
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かれた十字架上のキリストの脇腹から「血と水」が迸るという事実を聖霊の発出と解
し，これをキリストの復活と理解するという前提に立脚している．この前提はさらに，
この十字架上のキリストの姿のうちに，時間を超越した神の全能性が一瞬にして示さ
れるという解釈に発展するが，この神の全能性とは三位一体を表すものに他ならない．
すなわち，十字架上の子なる神・キリストの姿に「聖霊降臨」が含まれるものと理解
し，これを「復活」と解するならば，必然的に十字架のうちに三位一体の神性を読み
込むことになる．かくして十字架上のキリストの姿は，時間性を超え，「全能」すな
わち「アルファとオメガ」（黙示録 1,8）であり，「在る方」（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,14）である．
『黙示録』は，神の持つこの全能の超時間性を「今あり，かつてあり，来たるべき方」
（黙示録 1,8）と表現していると理解できる．  
 アレクサンドリアのクレメンスは「神学上の最たる難問とは，第一にして最古の原
理を実証することである」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』5.12.81.3－4）と喝破しているが，オクスフォ
ードでの発表の過程で得られた成果は，クレメンスが提するこの「第一にして最古の
原理」が，上に記した十字架上のキリストの姿に他ならないということを，クレメン
スの著作に基づいて立証しえた点である．以下にその要旨を記すことにするが，古代
学全般，ないし諸々の知・文献万般を扱うことを任務とする古典古代学にあっては，
とりわけこの「最古の原理」に基づいて探求を展開することが不可欠だと思われる． 
クレメンスは述べる．「神に関するロゴスの中で最も扱い難いのがこの点である．と
いうのも，いかなる物事に関してもその根源は見出し難い．とりわけ第一の，そして
最も時間的に遡る根源は示しがたい．この根源とは他のすべてに関しても，その誕生
また存立維持の原因となるものだからである」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』5.12.81.4）．クレメンス
は，これに先立ちこう語っている．「使徒ヨハネはこう述べている．＜≪在る方≫で
あるひとり子なる神が，父の懐に向け，あの姿で導いた＞（ﾖﾊﾈ 1,18）．すなわち彼は，
神の見えずそして語りえない特性（“τὸ ἀόρατον καὶ ἄρρητον”）を＜ふところ＞と名
づけたのである．そしてここからある人々は，神のことを＜深淵＞と呼んだ．これは
言わば神が万物を包含し抱擁しつつも，神自身には到達しえずまた神は無限であると
いうことのためである」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』5.12.81.3）． 
 筆者は上述のように，「父の懐にいるひとり子なる神」とは読み難い，と主張する
ものであるが，その根拠は同じくクレメンスの『ストロマテイス』第 2 巻に見られる
以下の記述に基づいている．「モーセは，神は人の知恵によっては決して知られるこ
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とがないという確信を抱いていた．彼は言っている．＜わたしのために，闇の中にあ
なた自身を輝かせたまえ＞（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20,21）．闇の中には神の声が響き，モーセはそ
の闇の中，存在者をめぐって足を踏み入れることの叶わず目に見ることのできない思
惟の中に，入ってゆくことを強いられたのである．というのも神は，闇とかある場所
とかにいますわけではなく，場所・時間，あるいは成ったものの属性を超える存在だ
からである」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』2.2.6.1）．したがってクレメンスによれば，ひとり子が「父
の懐にいる」と固定的に言うことはできない，ということになる． 
 このようなクレメンスの理解の根底には，われわれにとっての神学的知解は，すべ
て十字架によって根拠づけられるという確信がある．「主がわれわれの覚知の及ぶと
ころとなったのは，十字架なくしてではなかった．つまりわれわれの生命は，われわ
れの信仰に向けて十字架につけられた（“ἐκρεμάσθη”）のである」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』5.72.11.3）．
この一節における“ἐκρεμάσθη”という動詞形は，明らかに十字架刑に処せられたイエ
スの姿に基づく．同じく『ストロマテイス』第 4 巻においてクレメンスは，『ガラテ
ヤ書』6,14 におけるパウロの言葉（「世は私のために，わたしは世のために，十字架
につけられている」）に基づき，その際に「使徒は，いまだ肉の身にありながら，す
でに天の一住民であるかの如くに生きている」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』4.3.12.6）と述べる．つま
りクレメンスによれば，われわれにとって信の生とは，十字架上における生，すなわ
ち「十字架上のキリストがすでに復活しているという信に基づき，その復活の生命の
中で営まれる生」に他ならない．そしてこのことは，クレメンスによる別の著作『プ
ロトレプティコス』にも記されている．「なぜなら万物を踏みしだく＜正義の太陽＞
（ﾏﾗｷ 4,2）は，＜自らの太陽をすべての人々の上に上らせる＞（ﾏﾀｲ 5,45）父を模して
人類を差別なく巡り，真理の露を滴らせる．この方が西を東へと移し，死を十字架に
付けて生命へと変容させ，人間を滅びから救い上げて霊のうちに懸け，破滅を不滅へ
と植え代えて地を天に変貌させたのである」（『ﾌﾟﾛﾄﾚﾌﾟﾃｨｺｽ』11.114.3－4）．ここに
は「地を天に変貌させた」とあり，われわれの生がすでに，十字架上のキリストの内 
部で営まれる天上的生活と化しているということを，如実に示す表現となっている． 
 クレメンスにとって，これらの神学的理解はすべて「覚知」という語で表される．
「探究は形なく目に見えないものであり，覚知の恵みは子を通して神から来たるもの
である」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』5.11.71.5）．クレメンスの理想的人間像は「覚知者」という語
で表現されるが，モーセはまさしくこの「覚知者」と呼ばれる（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』5.11.74.4）．
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そしてクレメンスによれば「覚知者は主の復活を，おのが身のうちに栄光をもって表
す」（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』7.12.76.4）．モーセは，先の『ストロマテイス』第 2 巻での記述の
ように「神の声が響く闇」（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20,21）のうちに入って行ったが，その神は「見
ることも語ることも叶わぬ方」（“ἀόρατος καὶ ἄρρητος”）とされる（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』
5.12.78.3）．この形容辞は先に，福音記者ヨハネが「神の特性」を「ふところ」と名づ
けたことに関連し，その神の特性を形容する際にクレメンスが用いたものであった（『ｽ
ﾄﾛﾏﾃｲｽ』5.12.81.3）．したがって十字架上のキリストは，覚知者モーセをも「父の懐に
向け，あの姿で」導いた，ということになる．つまり，クレメンスによる『ヨハネ福
音書』理解に基づけば，十字架は，旧約の預言者たちをも父の無限性のうちへと導い
たのであり，歴史性と地理的条件を超えて万物の根源に位置することになる．旧約の
文脈に戻してこれを換言するならば，十字架こそ≪われあり≫（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,14）の表
現に他ならない，ということになるだろう（後述）．筆者はこうして，「覚知者は十
字架上のキリストに内在しつつ，三位一体的な交わりのうちに地上での生を送る」と
いうかたちでオクスフォードでの発表を締めくくった．また『ヨハネ福音書』が一貫
して，十字架上に復活したキリストに内在する視点から記されていることも併せて強
調した． 
  
Ⅳ．クレメンス「断片 24」より 
 本稿は，『ダニエル書』のテキストに関してテオドティオン訳のギリシア語に従い，
「ギリシア語教会文献」という範疇のもとに『ダニエル書』『ヨハネ福音書』そして
アレクサンドリアのクレメンスの著作を含め，相互に参照するという方法を採る．筆
者はオクスフォードでの発表のほか，本年度すなわち 2015 年度の下半期に「アレクサ
ンドリアのクレメンス『断片集』─全訳─」（秋山：2016a）を発表し，これによって
クレメンスの現存断片を含む全著作の拙訳を終了した．この訳業は，近く教文館から
『キリスト教教父著作集』の一部（計 3 巻）として公刊される予定である． 
 この「断片集」を訳出しつつ，筆者は，カッシオドルスのラテン語訳によって伝え
られているクレメンス「断片 24」のうち，「ユダ書簡に関する注記」の一部に関して，
テキスト編纂者のシュテーリンが典拠を突きとめていない箇所を見出した．それは「ユ
ダ書簡」24 節以下に関してクレメンスが加えた注記に続く箇所であり，以下は「断片
24」の一節である． 
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 「ユダは述べる．＜しかしながら，あなた方を罪に陥らないように守り，また，喜
びのうちに染みなき姿に定められるべく，主の栄光の御前に立てるようにすることの
できる方，その方に＞（ﾕﾀﾞ 24）．ここで＜主の栄光の御前に＞とは，天使たちの面前
に，との意であり，＜染みなき姿に定められるべく＞とは，天使となって，の意であ
る」（「断片 24」）． 
 クレメンスはこれに続いて次のように述べる．カッシオドルスのラテン訳では以下
のようになっている． 
 Cum dicit Daniel de populo “et venit in conspectu domini”, non hoc dicit, quoniam 
vidit deum; hoc enim impossibile est, ut quisque non mundo corde videat deum ; sed 
hoc dicit, quia cuncta quaecumque faciebat populus, in conspectu erant dei et 
manifesta illi constabant; hoc est, quoniam nihil absconditum est a domino. In 
evangelio vero secundum Marcum interrogatus dominus a principe sacerdotum, si 
ipse esset »Christus filius dei benedicti«, respondens dixit: »ego sum, et videbitis filium 
hominis a dextris sedentem virtutis«. 
 「ダニエルは，民について＜主の御前に至る＞と述べる際，民が神を目にするから
こう述べているのではない．清い心の持ち主でなければ，神を見ることは不可能であ
るから．むしろダニエルがこう述べているのは，何であれ民が行っている事柄はすべ
て，神の御前にあり，神には明らかとなるということである．すなわち，何事であれ，
主から隠されている事柄は何もない．実に『マルコによる福音書』において，主は祭
司長によって，＜あなたは祝された神の御子，キリストであるか＞と尋問され，次の
ように答えて述べた．＜わたしだ．あなた方は，人の子が，全能の神の右の座に座す
のを見ることであろう＞（ﾏﾙｺ 14,61－62）」． 
 シュテーリンは，上に引いたダニエルの言葉とされる「民が主の御前に至る」（“et 
venit in conspectu domini”）の典拠について“woher?”と疑問符を付しているのである
が（Stählin: 21970, 209），ここでダニエルの言葉とされている「主の御前に至る」と
あるのは，間違いなく『ダニエル書』7,13（「見よ，＜人の子のような者＞が天の雲に
乗り＜日の老いたる者＞の前に来て，その許に進んだ」）のことであろう．ただ聖書
本文では，「民」ではなく「人の子のような者」，「主」ではなく「日の老いたる者」
となっていて，シュテーリンが悩んだように，確かにラテン語引用文を読んだだけで
は，どこからの引用かを判読するのは難しく，ある程度旧約聖書神学に親しむ必要が
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あろう．すなわち「民」「主」はすでにクレメンスによる解釈と化していて，さらに
上掲のように「主」はクレメンスにより「神」と言い換えられているのである．この
ようなクレメンスの解釈を容れるなら，「人の子のような者」が「神」の前に進み出
ることになり，これは『ヨハネ黙示録』5,7（「小羊は進み出て．玉座に座す方の右の
手から，巻物を受け取った」）の情景に重なることになる．  
 クレメンスによる言及の中で注意したいのは，彼が「人の子のような者」を「民」
として，集合人格的に解釈している点であり，これは現在の聖書神学に照らしても正
統的な解釈である．なおクレメンスは，『パイダゴーゴス』2.10.108.2 において『ダニ
エル書』7,9 に言及し，『ストロマテイス』1.21.125.1-6 において『ダニエル書』9,24－
27 に触れ，同じく『ストロマテイス』1.21.146.5-147.2 において『ダニエル書』9,27 お
よび 8,13－14 また 12,11－12 を扱っており，それら以外にも『ダニエル書』および預
言者ダニエルへの言及が数カ所に認められる．だがそれらは本稿の射程とは関わりが
ないため，差し当たり論及を避けることにする． 
   
Ⅴ．「雲に乗って来る≪人の子≫のような者」（ﾀﾞﾆｴﾙ 7,13） 
 さて『ダニエル書』7,13 には「人の子のような者」という表現が出る．その前後を
含めて以下にテオドティオンのギリシア語訳文から訳出することにしよう． 
 「見よ，天の雲とともに，＜人の子のような者＞がやって来て，日の老いたる者の
許に来ると，その前に導かれた．＜人の子のような者＞には主権と栄誉と王国とが与
えられ，すべての民，部族，言語が彼に従属するであろう．この＜人の子のような者
＞の権能は永遠の権能であり，それは過ぎ去ることがなく，彼の王国は滅びることが
ない」（ﾀﾞﾆｴﾙ 7,13－14）． 
 『ダニエル書』第 7 章は，「人の子」という表現が旧約聖書中に見られる箇所とし
てよく知られている．この「人の子」という称号は，イエスが自身の呼称としたもの
である（ﾏﾀｲ 26,64；ﾏﾙｺ 14,62；ﾙｶ 22,69 ほか；ただしイエスは自らを『ダニエル書』
にある「人の子のような者」ではなく，「人の子」と称する）．この呼称は福音書の
中に約 80 回登場し，共観福音書には 69 回（ﾈﾗﾝ：1979，9），『ヨハネ福音書』では
13 回用いられている（後述）．したがって「人の子」は，旧約聖書と新約聖書とを繋
ぐ橋として非常に重要な意味を持つ．クレメンスのラテン語訳の中にも，『ダニエル
書』7,13 からの引用の後に，『マルコ福音書』14,61－62 の引用が見られた． 
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 ところで，名著『キリスト論』を著したジョルジュ・ネラン師（1920－2011）は，
『マルコ福音書』14,62 に見られる「神の右に座す」という句について，1）まず復活
したキリストの状態を指し（使徒行録 2,34），イエスの高挙を指す一方で，2）『マル
コ福音書』12,36（「主は，わが主に告げた．＜わが右の座に着くがよい．わたしがあ
なたの敵を，あなたの足許に屈服させるときまで＞」）に見られるようにメシアの高
挙を指し，イエスの復活とは関係がない という二面的な解釈を提示している（ﾈﾗﾝ：
1979, 27）．しかしながら本稿では，そして古典古代学では，上述のように十字架上の
キリストのうちに復活が含まれている，と理解する．したがってこの「人の子」とは，
究極的に復活の主であり，ここに師と筆者との立場の相違がある．  
 本稿では，『ダニエル書』に見られる「人の子」に関して，クルーゼ師の解析を基
にすることにしたい．クルーゼ師は，ダニエル書の第 1 部（「歴史的部分」）および
第 2 部（「黙示的部分」）を繋ぐ要因として「人の子」を挙げている（ｸﾙｰｾﾞ：1974, 
165）．この「人の子」は，第 1 部第 2 部双方において，多様な名で表現されているも
のの，それらはいずれもこの「雲に乗って来る≪人の子≫のような者」のうちに収斂
する． 
 まず第 1 部においては 2,34 および 2,45 に見られる「人の手によらずに山から切り
出された石」が，巨像（εἰκών）を打ち倒し，山となると語られる（ﾀﾞﾆｴﾙ 2,34－35）．
この「石」は，キュロスの象徴でも，全能なるヤハウェ自身の象徴でもなく，天から
遣わされた超自然的な存在すなわち「人の子」の象徴であり（ｸﾙｰｾﾞ：1974, 165），ま
た「神の国」とも解される（ｸﾞﾙﾛ：1982, 345）．この「石」は，『ダニエル書』の前
後半に共通して「人の子」のモチーフが見られることの典拠となる． 
 次いで第 2 部にあっては，先に『ダニエル書』全体を概観した際に触れたように， 
 あ）四つの獣の幻（7,1；バビロン王国ベルシャツァル王の治世元年：前 547 年？） 
 い）雄羊の幻（8,1；同第 3 年：前 545 年？） 
 う）70 週の幻（9,1；ダレイオス王の治世元年：前 539 年？） 
 え）「君」の幻（10,1；ペルシア人キュロス王の治世第 3 年：前 536 年？） 
が記されている（推定年代はクルーゼ師による）．これらに関して，まず，あ）は，
「人の子のような者」（ﾀﾞﾆｴﾙ 7,13）自身が現れる幻である．彼は「日の老いたる者」
（7,9）の前に出る（7,13）．「日の老いたる者」が進み出て「いと高き者の聖なる者
たち」に裁き（κρίμα）を委ね，時が来てその聖者たちが王国を掌握する（7,22）．現
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れていた４つの大きな獣（θηρίον；7,17）のうち第 4の獣が全地を食い尽くすが（7,25），
やがて「日の老いたる者」が裁きの座（κριτήριον）を開催すると，聖なる者たちが代
わって主権を奪取し，徹底的に獣を無に帰させ破壊する（7,26）．したがって上述の
「人の子のような者」は，明確にこの「聖なる民」を指している（ﾚｵﾝ･ﾃﾞｭﾌｰﾙ：1973, 
715）．次いで，い）では「人の声」（8,16）がすると述べられる．その際，天使ガブ
リエルが現れるが（8,16），これは「人の声」の主とは別である．さらに，う）では「70
週が定められて最も聖なる者に油が注がれ」（9,24），「62 週が過ぎると塗油（χρῖσμα）
は止む」（9,26）と述べられるが，「油を注ぐ」という行為が人間に対してのみ行われ
るという点で，その対象は，新しき大祭司である「人の子」であると推定される（ｸﾙ
ｰｾﾞ：1974, 166）．最後に，え）では再び「人の子の似姿のようなもの」（10,16）ある
いは「人の姿のようなもの」（10,18）が現れる．これは言うまでもなく「人の子のよ
うな者」と同義であると考えられよう．これらを通じ，「人の子のような者」とは別
の人物として，天使ガブリエル（8,16；9,21）および「麻の衣をまとった人物」（10,5；
12,6－7）が出現している． 
 
Ⅵ．「人の子」・裁き・≪われあり≫～ヨハネ 
 本稿では次に，『ダニエル書』解釈に向け，『ヨハネ福音書』からの照射を試みね
ばならない．その際，「人の子」という表現に加えて，前節の最後に注目した「裁き」
に関わる語彙に着目したい． 
 「人の子」という表現は，『ヨハネ福音書』では 13 回現れる（1,51 3,13 6,62 3,14 
12,34 8,28 5,27 6,27 6,53 9,35 12,23 12,34 13,31）．一方同福音書には，「裁
き」という語彙に関連する表現も頻出する（12,31 9,39 cfr.14,30 16,11 12,47 3,17 
5,22．27．30 8,15．16）． 
 まず注目したいのは次の一節である（ﾖﾊﾈ 12,31－32）． 
 νῦν κρίσις ἐστὶν τοῦ κόσμου τούτου, νῦν ὁ ἄρχων τοῦ κόσμου τούτου 
ἐκβληθήσεται ἔξω· κἀγὼ ἐὰν ὑψωθῶ ἐκ τῆς γῆς, πάντας ἑλκύσω πρὸς ἐμαυτόν. 
 「今やこの世の裁きが行われる．今やこの世の支配者が外に追い出される．そして
わたしは，この地上から挙げられるとき，すべての人々をわたしの許に引き寄せるだ
ろう」． 
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 この一節に現れる「裁き」が何を意味するかは難問である．「裁き」の旧約聖書に
おける原語はヘブライ語のミシュパートであるが，この語彙ミシュパートは本来，『創
世記』16,5「神があなたとわたしの間を裁いてくださるように」（七〇人訳で“κρίναι”）
にあるように，二者の間にあるべき平安（「シャローム」）が侵された場合，その平
安を正当な形に復興させることを意味する．「裁き」とは本来，平安の回復であり，
断絶に思えるものに連続性をもたらし，正邪を神の立場から明らかにする行為なので
ある． 
 また，上に引いた「この世の支配者」（ﾖﾊﾈ 12,31）とは何であろうか．その支配者
が「外に追い出される」とは，いったいどのような事態を表すのであろうか．この難
問を解くカギは，次の一節「地上から挙げられるとき」にあると思われる．「地上か
ら挙げられる」とは，『ヨハネ福音書』においてイエスの十字架刑を表し，イエスの
十字架刑は，同時に彼の栄光化（δοξασθῆναι）を表すためである． 
 上掲の一節は，イエスのエルサレム入城（ﾖﾊﾈ 12,12）に伴い，ギリシア人たちがイ
エスに会いたいと願い出たのを知って，イエスが語る言葉の一部である（12,27－36）．
イエスが「父よ，御名の栄光を顕したまえ」と祈ると「わたしはすでに栄光を顕した．
再び栄光を顕そう」（12,28）という声が天から響き，次に上の一節が続く，という構
成になっている． 
 本稿ではすでに，『ヨハネ福音書』は一貫して十字架上に復活したキリストに内在
する視点から記されている，ということを明らかにした．これはクレメンスの視座を
借りての解釈であったが，その際，十字架とは三位一体なる神の顕現の場であり，旧
約的に換言すれば，これが≪われあり≫（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,14）に合致するということが明
らかとなった．この前提に基づくならば，おそらく上の一節における「わたしはすで
に栄光を顕した」という声は，神がモーセに自らの「名」（≪われあり≫）を啓示し
た際（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,14）のことを指していると理解できる．そして，続いての神の表明
「再び栄光を顕そう」とは，≪われあり≫と等価に置かれる「十字架上のキリストの
姿」で自己啓示を行おう，という意思表示に他ならないと解しうる．そうしてこそ，
これに続くキリストの言葉「わたしは，この地上から挙げられるとき，すべての人々
をわたしの許に引き寄せるだろう」を十全に理解しうるだろう． 
 一方 9,35 と 9,39 の連関は興味深い．この一節は「人の子」と「裁き」が深く結びつ
いていることを明らかに示している．この箇所は，イエスによって癒された生まれつ
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きの盲人（ﾖﾊﾈ 9,7）がファリサイ人たちによって会堂から追放されたということを耳
にして，イエスがこの人に対し「＜人の子＞（ﾖﾊﾈ 9,35）を信じるか」と尋ね，彼が「信
じます」と答えると，「わたしはこの世に，裁き κρίμα のために来た．それは見えな
い者が見え，見える者が盲目となるためである」（ﾖﾊﾈ 9,39）とイエスが述べる，とい
うくだりである．ここでも「裁き」とは断罪の意味ではなく，あくまでも「神の立場
に立った正当性・平安の回復」であると解したい．「人の子」は裁きの主であるが，
その裁きとは，人の立場に拠ることのない，神の立場に立っての「裁き」である．神
の立場から判断すれば，目の見えない者が視力を有し，一方目の見える者は盲目に等
しい，という状況は，まったく普通だとも言えるからである． 
 そして，イエスがこのような「神の立場からの裁き」を行いうる根拠としては，「父
は子に，裁き κρίσις を行う権能を与えた．子は≪人の子≫だからである」（ﾖﾊﾈ 5,27）
を挙げることができよう．ここに「人の子」が現れるが，これは『ダニエル書』にお
ける「人の子（のような者）」の文脈を明確に受け継いでいる．「天の雲とともに，
＜人の子のような者＞が来て，日の老いたる者の許に導かれると，＜人の子のような
者＞に主権と栄誉と王国とが与えられる．すべての民，部族，言語が彼に従属し，そ
の権能は永遠であって，彼の王国は滅びることがない」（ﾀﾞﾆｴﾙ 7,13－14）という『ダ
ニエル書』の幻は，すでに詳説したところである．この際，「天の雲とともに」ある
いは「雲に乗って」という表現が，「人の子」の天上性，すなわち十字架上の姿を示
すということは明確であろう．すなわち，『ヨハネ福音書』に記された十字架上のキ
リストの姿こそ，『ダニエル書』における「人の子のような者」の現実態なのである．
そしてこれらのキー・ワード，すなわち「人の子」「裁き」そして≪われあり≫を結
びつけるのは，「あなた方は＜人の子＞を挙げたならば，≪われあり≫を認識するだ
ろう」（ﾖﾊﾈ 8,28）という一節である．この一節からは，まさしく「十字架上のキリス
トこそ，神の自己開示である≪われあり≫と等価に置かれる」ということが明らかと
なろう． 
 以上のことを前提としたうえで，先の「今やこの世の裁きが行われる．今やこの世
の支配者が外に追い出される」という一節の解釈を試みたい．まず十字架上のキリス
トは，三位一体なる神の自己開示であるから，そこには「この世」に属すもの一切が
関与し得ない．時間性あるいは地理的限定といったものは，われわれがこの地上に生
を享けている限り，その制限から脱しえないが，十字架はそれらすべてを超えている．
 93 
 
このことは『黙示録』の一節（1,8）からすでに確認しえたところである．そして，こ
の十字架に内在したかたちでの「生」（すなわち復活の生ということになる）こそ，
本来，人間に許された「永遠の生命」であろう．ところがそこには「この世」に由来
する様々な縛り・拘束・限定が関与するため，「永遠の生命」に与かることが不可能
な現状がある．この縛り・拘束・限定は，十字架上のキリストにおいてすべて消去さ
れ，そこに平安がもたらされる．これが「裁き」として語られるものであろう．本稿
ではひとまず，以上のように解釈しておきたい． 
   
Ⅶ．裁き・解釈・平安～ダニエル 
 以上，『ヨハネ福音書』に記された十字架上のキリストの姿こそ，『ダニエル書』
における「人の子のような者」の現実態であることを，いかばかりか実証できたと考
える．この視座を基に，本稿では次に『ダニエル書』の再解釈に進みたい．筆者は長
らく，旧約的文書をめぐる「予型論」の研究に従事してきたが（秋山：2001，2010），
「予型論」は，十字架上のキリストを基点にして旧約的文書を「予型」の位置に置く
とき，ある一つの解釈方法をではなく，全く正統的かつ学問的な方法の地位を獲得す
る．十字架上のキリストは，≪われあり≫と等価に置かれ，さらにクレメンスの言葉
を借りるならば，「最古の原理」でもあるためである． 
 まず『ヨハネ福音書』（ﾖﾊﾈ 9,35－39）からの示唆により，「裁き」というモチーフ
にヒントが得られたことに基づき．「裁き」（κρίσις）と同根の語彙を『ダニエル書』
に求めるなら，次のような統計的結果が得られる．なお冒頭に述べたように，本稿で
は「スザンナ」を『ダニエル書』全体の巻頭に置くため，章節番号指示では「ブルガ
ータ訳」第 13 章となる「スザンナ」からの典拠が，全体の冒頭に来ることになる． 
裁き：κρίσις 13,53；3,27（複数形）；3,28；3,31；4,37． 
裁き：κρίμα 13,9；3,28（複数形）；5,16（複数形）；7,22；9,5；9,26． 
裁き：κριτήριον 13,49；7,10；7,26． 
裁き手：κριταί 13,5 bis；13,41；9,12． 
裁く：κρίνειν 13,6（受動分詞）；13,53；9,12（アオリスト形 κρῖναι）． 
（上に向けて）裁く：ἀνακρίνειν 13,48；13,51．  
（下に向けて）裁く：κατακρίνειν 13,41；13,48；13,53． 
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 以上から，すでに『ダニエル書』第 7 章ほかに認められた「裁き」のテーマが，語
彙の上では集中して「スザンナ」の一節に現れていることが明らかとなるだろう． 
 これ以外に，ダニエルが行った「夢の解釈」に際して，『ダニエル書』前半を中心
に，「解釈」（σύγκρισις）関連の語彙が次のように頻出している．これも「裁き」（κρίσις）
とギリシア語としては同根語である（なお「返答する」〔ἀποκρίνεσθαι〕は一般的な
動詞であると判断し，考察から除外した）． 
解釈：σύγκρισις 2,4；2,5；2,6 bis；2,7；2,9；2,16；2,24；2,26；2,30；2,36； 
 2,45；4,6；4,7；4,9；4,19；4,24；5,7；5,8；5,12；5,15；5,16；5,17；7,16． 
解釈：σύγκριμα 2,25；4,17；4,18 bis；4,24；5,26． 
解釈する；συγκρίνειν 5,12；5,16（アオリスト形 συγκρῖναι）．  
 通例『ダニエル書』は，前半部が「歴史的部分」，後半部が「黙示的部分」とされ，
さらに第二正典部分は除外された上で考察の対象となる．しかしながらギリシア語テ
キストとして全体を扱うならば，次のような考察結果が得られるだろう． 
 1）「人の子のような者」すなわち「いと高き者の聖なる者たち」が，「日の老いた
る者」による裁きの座（κριτήριον）に出てあらゆる権能を委ねられる部分（第 7 章）
に，『ダニエル書』の中心が認められるとすれば，「スザンナ」に記されている「ダ
ニエルによる律法に適った裁き」が，第 7 章に先立ち，「裁き」の正しいあり方，す
なわち「神の立場に立った正当性・平安の回復」を表した部分として，全体の冒頭に
置かれることには十分な意義があると言えるだろう．もちろんヒエロニュムスによる
配列順序も，「スザンナ」を「神による終末的裁きのこの世への運用」といったかた
ちで意義づけるのであれば，十分に意味深い．ただ上述のように，ダニエルが「とて
も若い少年」（13,45；“παιδάριον νεώτερον”）と呼ばれていることに適うように，テ
オドティオンが『ダニエル書』全体の冒頭に「スザンナ」を配したことで，「スザン
ナ」は「ダニエルの幼年物語」とも呼ぶべき位置づけとなる．またこのような配列は，
『ダニエル書』の主題の一つが「裁き」であることへの十全な導入となる．『ダニエ
ル書』の主題は，よく指摘されるように「殉教の勧め」であるというよりもむしろ，
「人の子のような者」が永遠の権能を獲得することである，と理解できるからである． 
 2）『ダニエル書』前半部（1－6 章）は「歴史的部分」と位置づけられることが多い
が，上述のように「＜人の子のような者＞による，裁きの座における永遠の権能の獲
得」が『ダニエル書』全体の主題であるとすれば，その「裁き」に先立ち，同根語で
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ある「解釈」（σύγκρισις）が展開される『ダニエル書』前半部は，「スザンナ」と相
まって，神の立場に立った正しき「解釈」が展開される部分として意義づけられるで
あろう． 
 さて，『ヨハネ福音書』からの視座を活用しつつ『ダニエル書』解釈を目指してき
た本稿であるが，『ダニエル書』後半部第 10 章には，次のような一節が認められる． 
 προσέθετο καὶ ᾕψατό μου ὡς ὅρασις ἀνθρώπου και ἐνίσχυσέν με καὶ εἶπέν μοι 
Μὴ φοβοῦ, ἀνὴρ ἐπιθυμιῶν, εἰρήνη σοι· ἀνδρίζου καὶ ἴσχυε. 
 「人の姿のようなものは，加えてわたしに触れ，わたしを力づけた．そして彼はわ
たしにこう言った．＜恐れるな，愛された人よ，あなたに平安あれ．勇気を出して力
を得よ＞」（ﾀﾞﾆｴﾙ 10,18－19）． 
 この部分に関連して，復活後のイエスが弟子たちに懸けた言葉 “εἰρήνη ὑμῖν”（「あ
なた方に平安があるように」；ﾖﾊﾈ 20,19；20,21；20,26）が想起されよう．こうして「人
の姿のようなもの」の内実には，復活後のイエスが配されうるが，本稿では一貫して，
「人の子のような者」─ここでの「人の姿のようなもの」（10,18）は「人の子の似姿
のようなもの」（10,16）であり，「人の子のような者」（7,13）に等しい─とは，十
字架上に復活したキリストであると主張してきた．すなわち「復活」とはあくまでも
十字架上で行われるものだということに関して，この箇所は十全な典拠となるであろ
う． 
 付論として，「ベルと竜」の部分に関して拙見を述べておきたい．本稿では『ダニ
エル書』後半部に関して，これを「黙示的部分」とする説に従ってきた．これまで，
「ベルと竜」の部分については，テオドティオンの配列に従い，後半部すなわち「黙
示的部分」に接続させて捉えてきたものの，「ベルと竜」のうちに「黙示的性格」が
認められるのかどうかについては言及を控えてきた．通常「ベルと竜」は，偶像崇拝
を戒めた部分として位置づけられている．これでは「黙示的性格」とは関連が皆無で
ある． 
 しかしながら「ベルと竜」の後半部には，預言者ハバククが登場する（14,33－39）．
この部分では，ユダヤにいたハバククが，バビロンにある獅子の洞窟に降ろされたダ
ニエルの許に，刈り入れ人たちのために自ら作っておいたシチューを届けたことが記
されている．そこには「主の天使」が介在し，この天使がハバククの頭を捉え，その
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髪の毛を掴むや否や，息吹のひと吹きのうちにハバククはバビロンに運ばれる（14,36）．
そしてハバククはシチューを届けた後，再び一瞬のうちに元の場所に戻される（14,39）． 
 このハバククに関する一節は，いったい何を意味するのであろうか．まず，預言者
が一瞬のうちに，距離の遠さをものともせず神の力によって運ばれるというテーマは，
『エゼキエル書』前半部においてわれわれにも親しい（ｴｾﾞｷｴﾙ 3,12 以下；8,1 以下）．
エゼキエルは，バビロン捕囚の本隊に先立ってバビロンに移されたが（前 597），エ
ルサレム陥落（前 586）を前にして，エルサレムの人々の堕落を戒めるために遣わさ
れる．それに伴い，堕落の実情を知るためにエルサレムへと運ばれるのである（ｴｾﾞｷ
ｴﾙ 8,3）．この光景は，画家ラファエッロ（1483－1520）の名画「エゼキエルの幻視」
（1518）によって有名である．もしこの「ベルと竜」の一節に関しても，「幻」の類
型に含めて考えられるとすれば，『ダニエル書』後半部「黙示的部分」に語られる「四
つの幻」の同一線上に置いて捉えることも可能ではないだろうか． 
 
Ⅷ．『ダニエル書』の「事後予言」（prophetia ex eventu）をめぐって 
 本稿の前半においても，『ダニエル書』の成立した時期は，通説に拠れば紀元前 165
年ごろとされるということを記した．これは『ダニエル書』が，シリアのアンティオ
コス 4 世エピファネス（在位：前 175－164）によるギリシア化と激しいユダヤ人迫害
に対して，敢然と抗するよう激励する内容を含むと理解されるためである．アンティ
オコス 4 世は，エルサレムで大殺戮を行い，自治都市から兵士入植地へと格下げした
上に，安息日と割礼を禁じ，ユダヤ教神殿をゼウス・オリュンピオス神のものに変え
るなどの政策を採った（小川・山本：1997, 218）． 
 アンティオコス・エピファネスは『ダニエル書』において，まず「四つの獣の幻」
では，全地を食い尽くす「第 4 の獣」（アレクサンドロス大王）に生える 10 本の角に
続いて生え出る「他の小さな角」（7,8）に当たると思われる．彼は「いと高き方に抗
する言葉を吐き，いと高き方の聖なる者たちに挑みかかる」者（7,25）としても表され
ている．次いで「雄羊の幻」では，ここにも現れる「一本の角」（8,9）がアンティオ
コス・エピファネスに当たるのであろう．彼は「顔面において恥知らずで，諸策を知
悉する王」（8,23）とも語られている．さらに「70 週の幻」では，「来たるべき指導
者」（9,26）とされているのがアンティオコス・エピファネスであろう．そして「君の
幻」の中で，アンティオコス・エピファネスの行状は詳細に記される（11,21－45）．
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この王は，遂に前 164 年の秋，エラムにおいて没するが，「彼を助けに来る者は一人
もいない」（11,45）と述べられるのは，この際のことと推定される．そして第 12 章
で「そのとき偉大なる師ミカエルが立つであろう」（12,1）と語られるのは，アンティ
オコス 4 世の没するときであろうと推測される． 
 このように，現代の聖書注解書によれば，『ダニエル書』後半部における幻視の内
容をめぐり，それぞれの幻の意味する内容が歴史的にほぼ特定可能である．全体の設
定は，「バビロン王国ベルシャツァル王の治世元年」（「四つの獣の幻」）から「ペ
ルシア人キュロス王の治世第 3 年」（「君の幻」）の間の出来事とされているため，
それよりもはるかに後世の出来事は「予言」という形で示されることになる．このよ
うな構成が用いられた理由としては，激烈な迫害下にあって，書き記される内容が迫
害者たちによって暴かれることのないよう，教団内部の者たちにのみ理解され得る象
徴的言語や仄めかし，間接的言及を用いる必要があったことが挙げられる（Catholic 
Book Publishing Corp. 1990: 1020）． 
 本稿は，以上のような事実を否定しようという意図を持つものではない．しかしな
がら，これらの構成を「にせ預言」あるいは「事後予言」として，否定的な価値判断
とともに評価することは慎しむべきであると考える．また，これらの「予言」が実際
に指示している歴史的事実を正確に突き止めることこそ聖書学の責務である，と解す
るのも誤っていると考える． 
 『ダニエル書』が採用した「事後予言」は，ひとまず紀元前 7 世紀から 6 世紀に生
きたダニエルという人物の幻視に還元され得る．本稿でのこれまでの考察によって，
『ダニエル書』の中心主題は，「人の子のような者」（7,13）による「日の老いたる者」
の裁きの場における，永遠の権能の獲得のうちに見出されるということが理解された．
この「人の子のような者」は，『ヨハネ福音書』にはイエスの自己呼称「人の子」と
なって継承され，「雲とともなる」という形容辞とあいまって，キリストの十字架刑
を通じ，三位一体なる神の自己開示にまで展開するものであった．またアレクサンド
リアのクレメンスによる神学理解を加味するならば，「人の子のような者」は「民」
として集合人格的に理解されるものであった．ダニエルが目にした幻視とは，すでに
三位一体の神性の内部での「交わり」に属すものであって，『黙示録』（1,8）の記述
にも根拠を有しつつ，超時間的な性格を備えたものなのである．永遠の生命を属性と
する神性にとって，歴史的・ないし地理的な個別的事象に対しては，そこに関わるこ
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とも，それを自由に超越することも可能なはずである．聖書学は，歴史学的実証主義
のみに傾斜するのではなく，個別的事象を達観した，いわば十字架に内在した形での
永遠なる生命の享受を勧告すること，すなわち真の神学を伝えることをこそ責務とす
ると言えよう．拙見によれば，いわゆる「事後予言」からは，以上のような神学を学
び取ることが可能である． 
 このような，個別的事象に対する自由な超越的態度の結末として，日々の糧・ある
いは地上での生命活動の保証はどこに求められるのか，が課題となりうるかもしれな
い（秋山：2016b）．これに対して本稿では，『ダニエル書』第 2 部に付加して読むこ
とを提唱した「ベルと竜」の一節が示唆を与えるものと考えたい．上述したように，
預言者ハバククを通じ，獅子の洞窟にいるダニエルには必要な糧が与えられる．「ベ
ルと竜」（14,39）には，「ダニエルは立ち上がって，それを食べた」と記されている．
かくして，「ベルと竜」は「真なる食物」についての物語であるとも考えられるので
ある．再び『ヨハネ福音書』に証左を求めるならば，イエスは「わたしは天から降っ
てきた生命のパンである」（ﾖﾊﾈ 6,51）と述べている．この言葉を語っているのは十字
架上に復活したキリストであるが，クレメンスそして『ヨハネ福音書』，また『ダニ
エル書』をめぐる本稿での考察により，十字架上に内在した形での，三位一体的な共
同体的生こそ，復活の生であることが明らかとなった．そこから離在しない限り，生
命活動を維持するための糧は，ちょうどダニエルに預言者ハバククがシチューを運ん
だように，時宜を得て与えられる．「ベルと竜」は，この意味でも『ダニエル書』末
尾に置かれることが相応しい物語だと考えられるのである． 
 
Ⅸ．『ダニエル書』の射程 
 さて『ダニエル書』は，その内部に含まれる複雑多岐な諸問題に関連して，本稿で
扱い得た以外の事柄にも様々な示唆を与える書である． 
 まずオリエント学の領域では，第 1 章から第 4 章に登場するバビロニア王ネブカド
ネツァル（在位：前 605－562）に対しての，第 1 章冒頭に記載のある「ユダの王ヨヤ
キム」（在位：前 609－597）の関係，およびこの記載の史実性が問題となる．「ヨヤ
キムの治世 3 年目」は前 606 年に当たるが，ネブカドネツァルによる本格的なエルサ
レム破壊が行われたのは前 597 年であり，これはヨヤキムの子ヨヤキン（在位：前 598
－597）の治世下に当たるためである．また第 5 章および第 7・8 章にはベルシャツァ
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ル王のことが記され，彼の父はネブカドネツァルとされているが（5,2），ベルシャツ
ァルの父はナボニドス（在位：前 556－539）であり，ナボニドスがテイマに 10 年間
にわたって隠遁していた間，ベルシャツァルは皇太子として統治を代行していたに過
ぎず，記載の史実性が疑問視される．さらに「メディア人ダレイオス」（6,1）が登場
するが，この人物は史料的に確認されていない．この人物は，マソラ本では 11,1 にも
登場するが，11,1 に関してテオドティオン訳は「キュロス」と記載している．そして
前節にも記したように，第 7 章以下で行われる象徴的表現が，アレクサンドロス大王
を経てアンティオコス・エピファネス王までの歴史を，どの程度示唆するのかに関し
て解釈が分かれうる．この件は，第 7 章に記される「4 つの獣」（7,3）が「地上に興
る 4 人の王」（7,17）とされる際に，『ダニエル書』が前 165 年ごろ最終的に編纂さ
れたとする説を採る場合，4 つの王国とは何か，あるいは第 4 番目にローマを含むの
か否か，といった複雑な問題へと発展する． 
 本稿では，これらのうち，「メディア人ダレイオス」に関する拙見を記しておきた
い．メディア王国は通例，前 550/549 年に，アステュアゲス王がアケメネス朝ペルシ
アのキュロス 2 世に屈して滅んだとされる．もっともヘロドトスによれば「キュロス
はアステュアゲスには何ら害を加えず，死ぬまで自らの傍に置いた」（『歴史』1.130.3）
とされ，両者の関係は敵対的ではなかったとも考えられる．『ダニエル書』では，ベ
ルシャツァル王が殺された後「メディア人ダレイオスが王国を継いだ．彼は 62 歳であ
った」（ﾀﾞﾆｴﾙ 6,1）とされ，またダニエルは「ダレイオス王とペルシアのキュロス王
の治世の間，繁栄のうちに過ごした」（ﾀﾞﾆｴﾙ 6,29）とされるが，新バビロニア最後の
王であるナボニドスがキュロスによって廃されるのは前 539 年である．一方キュロス
がマッサゲタイ人との戦いで戦死するとされるのは前 530 年であるから，前 539 年か
ら 530 年までの間，さらに正確に言えば，ダニエルの没年として本稿で一応前提とす
る前 536 年頃までの間に，キュロスと別の人物が共同でバビロニアを統治していたと
いう可能性は否定できまい． 
 ヨセフスは『ユダヤ古代誌』の第 10 巻において次のように記している．「バルタサ
ロスこそ，王位にあるときにバビロンの陥落が生じた人物であり，彼は 17 年間王位に
あった．実に，ネブカドネツァル王の子供たちの終焉はこのようであったとわれわれ
は伝え聞いている．一方，バビロニア人たちの支配を，親類のキュロスとともに解体
させたダレイオスは，62 歳であった．これは彼がバビロンを陥落させたときのことで
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あるが，このダレイオスはアステュアゲスの子であった．もっとも彼は，ギリシア人
たちの間では別の名で呼ばれている」（『ユダヤ古代誌』10.247－248）． 
 ヨセフスは『ダニエル書』の記述を重んじて「ダレイオス」について記しているの
であるが，注目したいのは末尾の「このダレイオスはアステュアゲスの子であった．
もっとも彼は，ギリシア人たちの間では別の名で呼ばれている」との記載である．た
とえばこの「ギリシア人たち」の中には，クセノフォン（前 428－354）が考えられよ
う．クセノフォンは著作『キュロスの教育』の中で，アステュアゲスの子として「キ
ュアクサレス」という人物を引いている（1.4.9）．キュロスは，ヘロドトスによれば
アステュアゲス王の娘であるマンダネの子であるが，もしクセノフォンの記載が正し
いとすれば，キュアクサレスはマンダネと兄妹ということになる．キュロスと協力し
てバビロンを陥落させ，62 歳の時点からしばらくバビロンの統治に当たった可能性の
ある人物として，このキュアクサレスを考えることは，十分に可能ではないだろうか．  
 
Ⅹ．結：「聖なる民」の本質 
 『ダニエル書』は上述した以外にも，たとえば史的背景をめぐって古代ペルシア語
の世界に視界を拓かせてくれる．また「事後予言」は，ウェルギリウス（前 70－19）
の『アエネイス』第 6 巻，さらにはダンテ（1265－1321）の『神曲』「地獄篇」に向
け，古典文学の手法として成熟を見せる．『ダニエル書注解』を著した殉教者聖人ヒ
ッポリュトスを取り上げるなら，対立教皇というその一面から，教会史の視座を培う
ことも可能であろう．そして「第二正典」部分に収められた「アザルヤの祈りと三人
の若者の賛歌」は，ビザンティン典礼の朝課「カーノン」部において，9 歌のうちの第
7 歌（ﾀﾞﾆｴﾙ 3,26－56）および第 8 歌（ﾀﾞﾆｴﾙ 3,57－88）の位置を占めることから，東
方典礼の次第に向けてもわれわれの視界が拓かれる（秋山：2010）．そして何よりも，
ビザンティン典礼における聖霊降臨の祝日イコンには，「日の老いたる者」が老人の
姿で中央下部に，そして炎を受けた使徒たち，すなわち「人の子のような者」を体現
する「復活のキリストの共同体」がその周囲に描き出されるが（Ivancsó：1998），こ
れは聖霊降臨を典礼上の基点とするビザンティン神学の原点に『ダニエル書』が置か
れることを如実に示すものであろう．「人の子のような者」は「聖なる民」（ﾀﾞﾆｴﾙ 7,18；
22；25；27）を形成し，永遠の生命を担いつつ，歴史を刻み行くのである． 
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